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9. 研究実績の概要

　H26年度は、H25年度に報告したαN-catenin D1ドメインの単体構造に関する成果を論文として発表する準備を進め、FEBS lettersに
現在投稿中である。

　H25年度までに、α-catenin/Merlin複合体における研究で、調製した目的タンパク質を用いたin vitro pulldown assayにより、α-
cateninとMerlinの相互作用領域の特定を試みた。その結果、α-cateninとMerlinの相互作用には、α-catenin 1-56とMerlin 19-218
が重要であることが示唆された。また、αE-cateninのサブタイプであるαN-cateninとαT-cateninにおいても、Merlinと相互作用す
ることが確認できた。そして、相互作用が確認できた領域において、複合体の結晶も得られており、分解能6.0 angstromの回折データ
が得られていた。
　H26年度は、H25年度に報告したα-catenin/Merlin複合体の結晶の分解能を改善するために、結晶化条件の精密化とクライオ条件の
検討を行った。しかし、分解能の改善が難航しており、相互作用が確認できている異なる領域において、複合体の結晶化スクリーニン
グ（各領域の組み合わせに対して約1000条件ずつ）を実施した。その結果、H25年度に報告した条件とは別の条件で、いくつかの結晶
が得られた。結晶化に用いた溶液で得られた結晶を洗浄し、SDS-PAGEによって複合体であるかを確認した結果、α-catenin/Merlin複
合体の結晶である可能性が示唆された。そのため、結晶化条件の精密化を行い、放射光施設でのX線回折実験を行った。現在までに、
分解能7.0 angstromの回折データを取得している。

    （１／４）（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。
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（2）おおむね順調に進展している。

　H26年度において、αN-cateninのD1ドメインに関する成果を論文として発表するために準備を進め、FEBS lettersに投稿中である。

　H25年度に報告したα-catenin/Merlin二者複合体の結晶について、分解能の改善に取り組んでいたが、大きな改善には至らなかった
。しかし、H26年度に目的タンパク質の異なる領域の結晶化スクリーニングを実施し、別の結晶化条件を探索した結果、これまでとは
異なる複合体の結晶を得ることができた。現在、この得られた複合体結晶の分解能改善し、良質なX線回折データを得るために研究を
進めている。

　これらのことから、二者複合体の立体構造を明らかにしてその相互作用機構を明らかにするという目的に向かって進展していると考
えられる。

(1) (2) (3) (4)

(5) (6) (7) (8)

細胞接着 α-catenin adherens junction X線結晶構造解析

キーワード10.

（理由）

（区分）

12.

11.現在までの達成度

今後の研究の推進方策

　現在、FEBS lettersに提出中であるαN-catenin D1ドメインの単体構造に関する成果を発表するため、今後も研究を進めていく予定
である。

　H26年度に得られた新たなα-catenin/Merlin複合体の結晶の分解能を改善するために、今後も結晶化条件の精密化とクライオ条件の
検討を行う。分解能の改善が難航する場合、相互作用が確認できている異なる領域について、引き続いて結晶化スクリーニングを試み
る予定である。

（今後の推進方策）

    （２／４）（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。
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13.研究発表（平成２６年度の研究成果）

〔雑誌論文〕　計( ０ )件　　うち査読付論文　計( ０ )件

〔学会発表〕　計（ ０ ）件　　うち招待講演　計（ ０ )件

〔図書〕　計（ ０ )件

14.研究成果による産業財産権の出願・取得状況

〔出願〕　計（ ０ )件

発明者 国内・外国の別出願年月日産業財産権の名称 産業財産権の種類、番号権利者

総ページ数書　　名 発行年

出　版　社著　者　名

発表年月日学　会　等　名

発　　表　　標　　題発　表　者　名

発　表　場　所

掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）

最初と最後の頁査読の有無

論　　文　　標　　題著　者　名

巻 発行年雑　　誌　　名

（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。 （3／4）
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〔取得〕　計（ ０ )件

15.備考

出願年月日

権利者産業財産権の名称 国内・外国の別産業財産権の種類、番号発明者 取得年月日

（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。 （4／4）


